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㈱
芳
野
基
礎
の
芳
野
社
長
は
、
か
つ
て
料
理
人
と
し
て
長
ら
く
腕

を
振
る
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
の
合
間
に
、
妹
夫
婦
の
基
礎
工
事
業

を
手
伝
っ
て
い
た
経
験
を
活
か
し
、
妹
の
逝
去
を
機
に
2
0
0
7
年
、

事
業
を
継
承
。
包
丁
か
ら
金
槌
へ
と
持
ち
替
え
、
拠
点
を
稲
美
町
に

移
し
て
少
人
数
で
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
場
で
技
術

を
吸
収
し
な
が
ら
会
社
の
基
盤
を
築
き
、
今
で
は
社
員
や
協
力
会
社

に
も
恵
ま
れ
、
兵
庫
県
全
域
で
年
間
2
7
0
棟
の
基
礎
工
事
を
手
が

け
る
企
業
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
が
掲
げ
る
核
は
、
「
技
術
力
」
と
「
品
質
」
。

　
【
家
は
基
礎
、
身
体
は
資
本
。
】
を
経
営
理
念
と
し
、
完
成
後
は

見
え
な
く
な
る
基
礎
工
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
施
工
の
品
質
が
建
物

の
寿
命
を
左
右
す
る
た
め
、
妥
協
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
現
場
の
美

化
を
徹
底
し
、
社
長
自
ら
全
現
場
の
施
工
前
チ
ェ
ッ
ク
と
最
終
確
認

を
実
施
。
特
に
「
電
気
・
水
・
ト
イ
レ
」
が
揃
わ
な
い
現
場
で
は
工

事
を
始
め
な
い
と
い
う
姿
勢
は
、
従
業
員
の
安
全
と
品
質
へ
の
強
い

意
志
の
表
れ
で
す
。
ま
た
、
現
場
に
は
必
ず
自
社
の
旗
を
掲
げ
、
責

任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
施
主
や
近
隣
の
方
に
も
安
心
を

届
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
厚
い
信
頼
に
も

つ
な
が
り
、
施
主
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
る
言
葉
が
同
社
の
仕
事

を
さ
ら
に
磨
く
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
4
年
前
か
ら
は
、
会
社
の
隣
で
『
整
体
院
リ
ボ
ー
ネ
/

L
i
V
o
n
e
Ⓡ
稲
美
町
店
』
も
運
営
し
て
い
ま
す
。
家
と
同
じ
よ

う
に
、
人
の
身
体
も
土
台
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
健
康
を
保
て
ま
せ

ん
。

　

１
０
０
年
生
き
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
「
人
生
1
0
0
年

時
代
」
。

　

リ
ボ
ー
ネ
の
経
営
理
念
は【
1
0
0
年
生
き
る
カ
ラ
ダ
を
創
る
。Ⓡ
】

　

医
師
考
案
・
実
践
す
る
整
体
を
含
む
「
神
経↣

骨
格
矯
正
法
Ⓡ
」

を
中
心
に
、
神
経
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
筋
肉
・
筋
膜
・
骨
格
の
調
整

を
行
い
ま
す
。
社
長
自
身
も
定
期
的
に
通
い
、
従
業
員
も
福
利
厚
生

と
し
て
利
用
で
き
る
な
ど
、
会
社
全
体
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
後
は
後
進
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
、
社
員
や
協
力
会
社
と
の
信
頼

関
係
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
方
針
で
す
。
芳
野
社
長
は
日
々
、
「
夢

を
も
ち
な
さ
い
。
そ
し
て
夢
を
も
っ
て
働
き
な
さ
い
。
そ
し
た
ら
夢

は
必
ず
叶
う
」
と
従
業
員
に
語
り
、
夢
を
持
つ
こ
と
こ
そ
が
人
を
動

か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
内
で
『
芳
野
基
礎
』
と
書
か
れ
た
旗
を
見
か
け
た
と
き
に
、

そ
の
裏
に
あ
る
誠
実
さ
と
確
か
な
技
術
力
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今月の表紙
『㈱芳野基礎/整体院リボーネ』

事業所データ
◆代表者
　代表取締役　芳野　祐太郎
◆所在地　
　加古郡稲美町国岡１丁目２１
◆ホームページ
　
◆表紙写真
①朝日が差し込む中、整骨院リボーネ
　前にて社員さんらと（後列左奥が芳
　野社長）
②③全現場で立てている社旗。確かな
　技術と誠実な施工をお届けしていま
　す。
④芳野社長も夢を持ち続けて、ここま
　で来れましたとお話を頂きました。
⑤「人生100年時代」をサポートする
　リボーネのスタッフの皆様です！
⑥身体も基礎が大事！整骨院リボーネ
　では、神経からカラダ全体を整えて
　いきます。

よしの　   ゆうたろう

「つながりとご縁から “楽しく生きる”」
　㈱関西広告社
　　取締役本部長　近藤　直子 さん

「地域特性を生かした、さらに魅力あふれる東播磨へ」
　兵庫県東播磨県民局
　　局長　近都　学 さん

「今月の“こんな日”」

青年部・女性会
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●
な
ぜ
職
場
か
ら
熱
中
症
死
が
無
く
な

ら
な
い
の
か

　
ま
す
ま
す
夏
季
の
気
温
が
高
く
な
る

中
、
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
の
死
亡
災

害
は
２
年
連
続
で
30
人
を
超
え
ま
し
た
。

熱
中
症
は
死
亡
災
害
に
至
る
割
合
が
、

ほ
か
の
災
害
に
比
べ
て
約
５
倍
〜
６
倍

と
高
く
、
重
篤
化
さ
せ
な
い
た
め
の
適

切
な
取
り
組
み
が
職
場
で
は
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
死
亡
事
案
１
０
０
件
の
内
訳

を
見
て
み
る
と
、
「
重
篤
化
し
た
状
態

で
発
見
」
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
78
件
、

「
医
療
機
関
へ
の
搬
送
遅
れ
」
等
の
異

常
時
の
対
応
不
備
が
41
件
に
上
り
、
ほ

と
ん
ど
が
「
初
期
症
状
の
放
置
・
対
応

の
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
な
お
、
死
亡
者
の
約
７
割
は
屋
外
作

業
中
に
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
室
内
で

も
空
調
設
備
が
な
い
場
合
や
、
工
作
機

械
が
密
集
す
る
工
場
内
等
の
蒸
し
暑
い

環
境
で
は
、
発
症
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま

す
。
そ
し
て
、
気
候
変
動
の
影
響
か
ら
、

今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
懸
念
も
あ
る
た

め
、
職
場
環
境
に
合
っ
た
熱
中
症
対
策

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
度
の
法
改
正
に
よ
り
、
後
述
す

る
「
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
暑
さ
指
数
）
が
２
８

度
以
上
ま
た
は
気
温
３
１
度
以
上
の
環

境
下
で
、
連
続
し
て
１
時
間
以
上
又
は

１
日
に
４
時
間
を
超
え
て
実
施
」
が
見

込
ま
れ
る
作
業
を
行
う
場
合
、
事
業
主

に
は
、
主
に
次
の
３
点
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

熱
中
症
の
現
状
と
基
本
的
な
考
え
方

事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
る

「
三
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」

　職場における熱中症の死亡災害が、近年２年連続で３０人を超える深刻な事態となっています。令和７年６
月１日に改正労働安全衛生規則が施行され、事業主には労働者の体調異変への迅速な対処が義務付けられまし
た。本記事では、現場で働く人々の命を守るため、法改正のポイントからＩＣＴ技術を活用した最新の見守り
デバイス、そして現場で実践できる対応策について解説していきます。

　労働者が自覚症
状を申し出たり、
周囲が熱中症のお
それがある作業者
を見つけた際に、
報告できる早期発
見の体制を整備。
　

参考・出典　厚生労働省「職場における熱中症対策の強化について」
　　　　　　厚生労働省「働く人の今すぐ使える熱中症ガイド」

熱中症死亡災害（R2-R5）の分析結果

2,015人
1,778人

1,275人

858人859人

565人

223人
94人

1,473人

死亡者数
1位 建設業 115人
2位 製造業 40人
3位 警備業 34人

2013年～2024年の累計値

職場で熱中症になった人数（死亡者及び休業4日以上）
２．手順書(フロー図)の一例

３．周知方法の一例

上記は一例です。現場の実態に即した具体的な対応を！

•（例）従業員の様子がおかしい、いつもと違う（立ち眩み・めまい・
　イライラする・呼びかけに反応しない等）

•（例）医療機関への搬送、救急隊要請

•（例）救急車が到着するまで作業着を脱がせ、水や氷をかけ全身を
　急速冷却

熱中症対策の基本的な考え方

見つける

判断する

対処する

【注意！】現場で従業員が倒れた時の「あやまった行動」

意識状態は悪かったが、平
熱だったので大丈夫だと
判断した。

クーラーをかけた車内に
ひとりで休ませた。

医療機関までの搬送の間や、経過観察中は一人にしない！

1.報告体制の整備

　熱中症を確認し
た際、速やかに作
業を中断し、身体
冷却や医療機関へ
搬送するための手
順（フロー図）の
作成。

2.手順書の作成

　作成した手順
（フロー図）や緊
急連絡網・緊急搬
送先等を、関係す
るすべての作業
者・管理者に周知
する。

3.関係者への周知

               

 

・【朝礼やミーティングで周知】

・【会議室や休憩所など分かりやすい場所へ掲示】

・【メールやイントラネットでの通知】

対象となる作業・環境条件は・・・
「ＷＢＧＴ（暑さ指数）が28度以上または気温
31度以上の環境下で、連続して１時間以上又は
１日に４時間を超えて実施」が見込まれる作業。
対象となる場合は、しっかりと体制や手順書を
作成し、周知と確認をしておきましょう。
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W
B
G
T
基
準
値
と
は
、
暑
熱
環
境

に
よ
る
熱
ス
ト
レ
ス
の
評
価
を
行
う
暑

さ
指
数
の
こ
と
で
、
表
に
基
づ
い
て

「
身
体
作
業
強
度
」
と
「
W
B
G
T
基

準
値
」
を
比
べ
、
基
準
値
を
超
え
る
場

合
に
は
、
熱
中
症
予
防
対
策
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
暑
さ
指
数
は
「
熱
中
症
予
防
情
報
サ

イ
ト
」
で
確
認
し
た
り
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
指

数
計
で
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
示
表
の
基
準
値
を
超
え
る
場
合
、

作
業
内
容
や
場
所
の
変
更
な
ど
を
行
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
基
準

値
を
超
え
て
し
ま
う
と
き
に
は
、
熱
中

症
予
防
対
策
を
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

●
予
防
グ
ッ
ズ
や
対
策
方
法

　
熱
中
症
予
防
は
仕
事
中
だ
け
で
は
な

く
、
前
日
に
ぐ
っ
す
り
眠
れ
た
か
、
飲

み
す
ぎ
で
体
調
が
優
れ
な
い
か
な
ど
、

前
日
か
ら
当
日
に
か
け
て
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
も
影
響
し
ま
す
。
左
図
で
は
、

予
防
グ
ッ
ズ
や
対
策
例
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
以
外
の
予
防
グ
ッ
ズ

や
、
簡
単
に
判
別
で
き
る
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
も
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｐ
５
の
参
考

資
料
を
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

予
防
の
要
「
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
」
の
活
用
と

作
業
環
境
の
改
善
方
法

身体作業強度等に応じたWBGT基準値　例示表

熱中症予防対策の一例

　ITで安全管理！自覚症状が出る前に「気づく」仕組みの重要性

 

「暑熱順化」

健康管理

　熱中症は、気温が高くない時期でも発
生します。身体が暑さに慣れる（暑熱順
化）までには、約２週間必要です。特に、
入社したての方や長期休暇明けの人は注
意しましょう。暑さに慣れるまでは、休
憩時間を長めに設定し、負荷の高い作業
には十分に気を付けましょう。

【詳細・お問い合わせ先】
㈱シマブンコーポレーション
IoT事業推進部　見守りサービス推進室
T e l：０７９-４２３-５８６７
Mail: sb_info@shimabun.co.jp

　  製品ページはこちらから
  

　改正労働安全衛生規則では、作業者の異変を速やかに把握する体
制が義務付けられました。しかし、広大な現場や一人作業では、目
視による確認には限界があります。そこで有効なのが、バイタルデ
ータから体調変化を検知する〝ウェアラブルデバイス〟です。ここ
では、デバイスの一例をご紹介いたします。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

作業者は前日・仕事前・仕事中にセルフ健
康チェック、事業主・管理者は熱中症経過
アラートの確認や現場パトロール　　　　

作業環境
遮熱板、遮光シート、簡易テント、冷房休
憩室、スポットクーラー、大型ファン、ド
リンクサーバー、ウェアラブル端末　　　

作業管理
ファン付作業服、冷却ベスト（チラー）、
通気性ヘルメット、作業を始める前に手足
を冷やす（体温上昇が緩やかに）　　　　
　　　　　

★水分補給・塩分補給は大切な仕事
　休憩時間だけではなく、仕事中にも水分摂取を。タイマー
などで定期的な水分補給と同時に塩分も補給することが重要
です。

作業者見守りシステムDecoBull®の特長
■作業者の体調変化をリアルタイムで検知
・・・額または手首に装着したセンサからバイタルデータを
取得し、環境データを加味することで体調変化を捉え、熱中
症リスクが高いことを早期に通知します。

■作業者毎の推定WBGT値アラート
・・・気温・湿度を取得し推定WBGT値を算出することで、
設定値を超えた場合、管理監督者へ通知されます。

　上記のような異常発生時には、本人・周辺作業者へ振動で
通知。管理監督者にはWeb画面上とメールで通知します。

注目ソリューション：作業者見守りシステム
「DecoBull®（デコブル）」

「いつもと違う」サインを見逃さない！適切な予防と処置で、大切な命を守りましょう！ 

参考資料・参考文献

環境省　熱中症予防情報
（暑さ指数 ( WBGT ) 予報等）

厚労省 STOP！熱中症
クールワークキャンペーン

厚労省　職場における熱中症予防
情報（熱中症ガイド等）
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　本年4月、東播磨県民局長に着任され
た近都局長に令和８年度の取組について
お話を伺いました。

魅
力
あ
ふ
れ
る
東
播
磨
へ

　

こ
れ
ま
で
2
か
所
の
地
方
機
関
で
勤
務
し
、

本
庁
で
は
ま
ち
づ
く
り
行
政
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
東
播
磨
で
の
勤
務
は
今
回
が
初
め

て
で
す
が
、
実
は
幼
い
頃
に
何
度
も
訪
れ
て

い
た
場
所
で
す
。
昔
の
記
憶
と
重
ね
合
わ
せ

な
が
ら
地
域
を
歩
く
と
、
開
発
や
整
備
が
進

み
、
街
が
よ
り
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
域
の
取
組
に
触

れ
る
中
で
、
自
然
、
産
業
、
食
文
化
な
ど
、

暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
魅
力
が
随
所
に
息
づ
い

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

企
業
の
実
情
に
向
き
合
い
、
地
域
の
未

来
に
つ
な
げ
ま
す

　

事
業
者
の
皆
さ
ま
と
お
話
す
る
と
、
資
材

不
足
や
物
価
高
、
人
手
不
足
な
ど
、
本
当
に

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
特
に
中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ

る
資
材
不
足
は
深
刻
で
、
兵
庫
県
と
し
て
は

資
金
繰
り
支
援
や
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す
が
、
県
民
局
と
し
て
も
現
場
の
声
を
丁

寧
に
受
け
止
め
、
施
策
に
反
映
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
地
域
の
未
来
を
支
え
る
人

材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
小
学
生
向
け
の
『
東
は
り
ま
の
魅
力
Ｋ
Ｉ

Ｄ
ｓ
体
験
ツ
ア
ー
』
や
、
高
校
生
向
け
の

『
東
播
磨
の
魅
力
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
』

を
通
じ
て
、
地
元
企
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
へ
の
愛
着
が
、
将
来
の
地
元
就
職
に
つ

な
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
の
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ

オ
ン
を
契
機
に
新
た
な
取
組
と
し
て
「
地
域

ぐ
る
み
の
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
始

動
し
ま
す
。
従
来
の
工
場
見
学
に
加
え
て
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
介
し
て
、
も
の
づ
く
り
の

現
場
を
知
っ
て
も
ら
い
、
魅
力
発
信
と
地
域

交
流
を
促
進
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
の

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
情
報
を
集
約
し
た

「
デ
ジ
タ
ル
・
リ
ア
ル
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
も

作
成
し
、
企
業
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
て
い

く
考
え
で
す
。

豊
か
な
自
然
と
農
畜
水
産
資
源
を
育
み

ま
す

　

東
播
磨
は
、
多
種
多
様
な
農
畜
水
産
物
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
都
市
近
郊
の
立
地
を

活
か
し
、
地
産
地
消
を
更
に
推
進
し
ま
す
。

具
体
に
は
、
Ｊ
Ａ
に
よ
る
地
元
農
産
物
の
企

業
へ
の
直
接
販
売
支
援
や
、
い
な
み
野
メ
ロ

ン
の
暑
熱
対
策
、
加
古
川
和
牛
の
普
及
啓
発

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
支
援
、
県
立
農
業
高
校

生
に
よ
る
大
麦
の
新
商
品
開
発
支
援
な
ど
、

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
取
組
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

そ
し
て
、
東
播
磨
の
象
徴
と
も
い
え
る
水

辺
の
保
全
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
特
定
外

来
生
物
「
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
」
の
防

除
や
、
た
め
池
の
保
全
、
豊
か
な
海
の
再
生

に
向
け
た
マ
ダ
コ
の
産
卵
用
た
こ
つ
ぼ
設
置

や
二
枚
貝
の
放
流
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
協

力
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
を
守
る
取
組
も
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
東
播
磨
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
！

地
域
特
性
を
生
か
し
た
、

　
さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
東
播
磨
へ

地
域
特
性
を
生
か
し
た
、

　
さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
東
播
磨
へ

兵庫県東播磨県民局

局長　近都　学  さん
きんつ まなぶ
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エッセイ

　

私
は
兵
庫
県
宝
塚
市
で
生
ま
れ

育
ち
、
現
在
も
宝
塚
在
住
で
す
。

社
会
人
と
な
っ
た
当
初
は
「
こ
ん

な
仕
事
が
し
た
い
」
と
い
う
希
望

も
な
く
、
配
属
さ
れ
た
経
理
部
で

業
務
を
覚
え
な
が
ら
、
い
ず
れ
は

結
婚
し
て
退
職
す
る
気
持
ち
で
し

た
。

　

現
在
、
新
卒
採
用
に
も
携
わ
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
の
学
生
さ
ん

は
し
っ
か
り
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

当
時
の
私
は
一
生
働
こ
う
と
は
思

っ
て
お
ら
ず
、
何
も
考
え
ず
楽
し

く
生
き
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

た
だ
「
継
続
は
力
な
り
」
と
い

う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、

経
理
の
仕
事
を
続
け
て
い
く
中
で
、

辞
め
て
い
た
期
間
が
２
年
程
あ
っ
た
も
の
の
、

Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
業
務
に
携
わ
っ
た
り
、
立
場
も
変

わ
り
、
責
任
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
任
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
を
重

ね
る
う
ち
に
、
他
の
職
種
が
考
え
に
く
く
な

っ
て
い
き
、
仕
事
も
楽
し
く
な
り
、
当
時
は

夜
中
ま
で
平
気
で
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

関
西
広
告
社
に
入
社
し
ま
し
た
の
が
２
０

１
１
年
で
す
。
外
食
企
業
の
本
部
で
勤
務
し

て
い
た
頃
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
考
え
て
と
、

登
録
し
て
い
た
求
人
媒
体
か
ら
ス
カ
ウ
ト
が

入
っ
た
の
が
稲
美
町
の
会
社
を
知
る
き
っ
か

け
で
し
た
。
同
じ
兵
庫
県
で
あ
り
な
が
ら
稲

美
町
を
知
ら
ず
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
と
興
味

を
持
ち
、
面
接
を
受
け
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
と
経
理
財
務
全
般
を
担
い
な
が
ら
、
現

在
ち
ょ
う
ど
15
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
で

も
宝
塚
か
ら
通
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
数
年
前
か
ら
は
月
に
１
回
、
東

京
で
経
営
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
の
意
識
は
高
く
、

皆
様
が
立
派
な
経
営
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
と
て
も
謙
虚
で
細
や
か
な
心

配
り
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
勢
そ
の
も
の

が
経
営
者
の
在
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
、
ど
の

場
面
に
お
き
ま
し
て
も
勉
強
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
懇
親
会
に
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

女
性
経
営
者
の
方
々
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
ど

う
生
き
て
こ
ら
れ
て
、
ど
う
い
う
経
緯
で
経

営
者
と
な
り
、
現
状
ど
の
よ
う
な
課
題
と
向

き
合
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
毎
回
貴
重

な
お
話
を
伺
う
機
会
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
秋
か
ら
再
受
講
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
、
発
想
の
転
換
や
視
野
の
拡
大
、

思
考
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

関
西
広
告
社
で
は
福
利
厚
生
、
イ
ベ
ン
ト

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
直
近
で
は
３
月
19
日

に
社
員
の
成
果
を
称
え
る
表
彰
式
を
実
施
致

し
ま
し
た
。
毎
年
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
る
よ
う
進
行
を
考
え
、
盛
り
上
が

る
表
彰
式
に
す
る
の
も
私
の
楽
し
み
の
一
つ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
年
度
の
表
彰
式
は

ど
ん
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
実
施
し
よ
う
か
と
考

え
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
す
。

　

当
社
の
経
営
理
念
は「
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
夢
と
感
動
を
与
え
ら
れ
る
企

業
」を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。働
く
方
の
生
き

が
い
、関
わ
っ
て
い
た
だ
く
方
と
の
ご
縁
を
大

切
に
し
、地
域
密
着
企
業
と
し
て
、こ
れ
か
ら

も
活
動
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

「つながりとご縁から “楽しく生きる”」

住 所
T E L
営業内容

：
：
：

加古郡稲美町国岡８００
079-492-1264
屋外広告・屋外広告看板リース

近藤　直子㈱関西広告社　取締役本部長
こんどう なおこ

社員の笑顔が光る
社員表彰式の記念撮影の様子
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会員の皆さん、おめでとうございます！

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、
令
和
８

年
４
月
よ
り
山
本
裕
一
会
長
の
も
と
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
最

初
の
事
業
と
し
て
、４
月
13
日
に「
第
35

回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
現
地
参
加
43
名
、
委
任
状

59
名
、
合
計
１
０
２
名
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
総
会
を
よ
り
理
解
し
、
有

意
義
な
時
間
と
す
る
た
め
、
開
会
前
に

は
「
総
会
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
説
明

の
時
間
も
設
け
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
決

算
報
告
な
ら
び
に
令
和
８
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、す

べ
て
の
議
案
が
無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
入
会
員

の
皆
様
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
、
紹
介
の

場
を
通
し
て
新
た
な

つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
経
験
を
今
後
の
事
業
に
も

活
か
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
組
織
運
営

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
総
務
広
報
委
員
長　

畠
山　

聖
子
）

　

新
体
制
で
の
初
事
業

ー
通
常
総
会
を
開
催
ー

  

青
　
年
　
部

左から宮内氏、山本会頭、
岡田市長、大辻氏

山本会長による挨拶

会
議
所
の

会
議
所
の

　

加
古
川
市
と
㈱
カ
ノ
コ
、
シ
ン
エ
ー

フ
ー
ヅ
㈱
、
加
古
川
商
工
会
議
所
は
、

加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
及
び
加
古
川
商

工
会
議
所
の
施
設
利
用
に
か
か
る
「
災

害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す
る
協

定
」
の
締
結
式
を
、
４
月
28
日
に
行
い

ま
し
た
。

　

災
害
時
に
一
時

避
難
者
の
受
け
入

れ
や
被
災
者
へ
の

食
料
等
の
配
給
、

入
浴
設
備
等
の
提

供
な
ど
の
支
援
を
円
滑
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
必
要
な
体
制
の
構
築
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

出
席
者
か
ら
の
挨
拶
で
山
本
会
頭
は

「
も
し
も
の
時
に
地
域
へ
貢
献
で
き
る

よ
う
備
え
を
強
化
し
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
㈱
カ
ノ
コ
の
大
辻
氏
は

「
防
災
意
識
を
高
め
る
体
制
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
ぜ

ひ
協
力
で
き
れ
ば
」
と
話
し
、
シ
ン
エ

ー
フ
ー
ヅ
㈱
の
宮
内
氏
は
「
ホ
テ
ル
は

公
共
的
施
設
で
あ
り
、
普
段
も
有
事
の

際
も
協
力
し
て
い
き
た
い
。
阪
神
淡
路

大
震
災
を
現
場
で
経
験
し
て
お
り
震
災

の
大
変
さ
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
出
来

る
限
り
の
こ
と
を
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。 「

も
し
も
」に
備
え
て

ー
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
協
定
の
締
結
ー

令和８年　兵庫県功労者表彰　受賞

【土木建設功労】前川　真一郎 様　（前川建設㈱　専務取締役）

　　　　　　　　　　　　　　　　 （兵庫県建設業協会理事）
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４
月
８
日
、
第
17
回
事
業
所
紹
介
〜

こ
れ
が
私
の
会
社
で
す
〜
を
開
催
し
ま

し
た
。
善
積
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

続
い
て
３
名
の
方
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
は
、
「
和

薬
膳
料
理
と
珈

琲
の
店　

プ
ー

ラ
ビ
エ
」
の
玉

垣
優
子
氏
の
発

表
で
す
。
プ
ー

ラ
ビ
エ
は
薬
膳

料
理
や
珈
琲
と
ス
イ
ー
ツ
の
提
供
、
さ

ら
に
薬
膳
教
室
や
交
流
会
の
開
催
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
玉
垣
氏
は
薬
膳
料

理
の
魅
力
に
つ
い
て
「
薬
膳
と
聞
く
と

食
べ
に
く
い
、
に
お
い
が
気
に
な
る
と

思
わ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
材
料
の
使
い
方
や
調
理
法
に
よ
り

美
味
し
く
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
美

味
し
い
だ
け
で
は
な
く
体
に
良
い
こ
と

が
特
徴
で
、
体
調
を
整
え
る
効
果
が
あ

り
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
お
料
理

の
提
供
だ
け
で
は
な
く
薬
膳
教
室
や
交

流
会
を
開
催
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て

も
、
プ
ー
ラ
ビ
エ
が
〝
誰
か
の
一
歩
に

な
る
場
所
〞
で
あ
り
た
い
と
の
思
い
が

あ
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
㈲
倭
坊
の
関
千
咲
氏
の
新
し

い
事
業
を
行
う
会
社
「
Ｏ
ｎ　

ｔ
ｈ
ｅ

　

ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
Ｏ
ｎ　

ｔ
ｈ
ｅ　

ｔ
ａ
ｂ

ｌ
ｅ
は
ほ
う
れ
ん
草
の
仲
間
で
あ
る
野

菜
の
ビ
ー
ツ
栽
培
と
、
ビ
ー
ツ
を
使
っ

た
加
工
食
品
の
会
社
で
す
。
難
し
い
ビ

ー
ツ
の
栽
培
に
着
手
し
調
理
設
備
を
改

装
し
て
、
ビ
ー
ツ
か
ら
ジ
ャ
ム
や
ケ
チ

ャ
ッ
プ
、
ピ
ク
ル
ス
、
ア
イ
ス
、
カ
レ

ー
な
ど
様
々
な
加
工
食
品
を
開
発
し
、

苦
労
の
末
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

『
〝
か
わ
い
い
〞
だ
け
じ
ゃ
終
わ
ら
せ

な
い
』
か
わ
い
い
ピ
ン
ク
色
を
し
た
ビ

ー
ツ
で
す
が
、
飲
む
輸
血
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
栄
養
素
が
豊
富
で
す
。
健
康
・
美

容
に
効
果
が
あ
り
女
性
に
は
大
変
お
薦

め
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ビ
ー
ツ
商
品
が

市
場
に
出
て
く
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　

最
後
は
、
㈱

関
西
広
告
社
の

近
藤
直
子
氏
よ

り
「
関
西
広
告

社
グ
ル
ー
プ
美

容
事
業
」
の
紹

介
が
あ
り
ま
し

た
。
広
告
社
が

畑
違
い
の
美
容
室
を
経
営
す
る
き
っ
か

け
は
、
若
い
美
容
師
に
夢
へ
の
第
一
歩

と
し
て
頑
張
れ
る
場
所
を
提
供
し
て
夢

を
か
な
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
い
と

の
思
い
か
ら
で
す
。
美
容
師
の
募
集
に

始
ま
り
、
東
加
古
川
店
舗
「
Ｃ
ｈ
ｅ
ｒ

ｉ
ｓ
ｈ
」
を
オ
ー
プ
ン
、
さ
ら
に
美
容

師
を
増
員
し
て
東
加
古
川
駅
前
店
舗

「
Ｃ
Ｕ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
社
内
美
容
師
に
は
業
務
委
託
制

や
ユ
ニ
ー
ク
な
福
利
厚
生
（
入
社
祝
い

金
、
独
立
ま
で
の
保
証
給
、
独
立
支
援

制
度
、
洋
服
代
、
清
掃
手
当
、
お
米
の

支
給
な
ど
）
で
働
く
美
容
師
に
や
さ
し

い
環
境
づ
く
り
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
に
は
定
額
制
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
『
定
額
制
モ
デ
ル
』
の
採

用
や
、
超
微
細
ナ
ノ
バ
ブ
ル
ｍ
ａ
ｒ
ｂ

ｂ
に
よ
る
ヘ
ア
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
、
一

般
美
容
室
と
は
差
別
化
さ
れ
た
会
員
特

典
サ
ー
ビ
ス
や
最
高
の
技
術
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業

所
紹
介
は
、
女

性
が
気
に
な
る

健
康
と
美
容
が

共
通
し
て
お
り
、

と
て
も
興
味
深

い
内
容
で
し
た
。

発
表
し
て
く
だ
さ
っ
た
３
名
の
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
27
名

　
　
　
　

（
副
会
長　

立
花　

早
苗
）

　

玉垣氏による薬膳料理の紹介

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　
女
　
性
　
会

こ
れ
が
私
の
会
社
で
す

ー
事
業
所
紹
介
を
開
催
ー

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　

従
業
員
・
専
従
者
給
与
に
つ
い
て
の

１
月
〜
６
月
分
の
源
泉
所
得
税
（
納
期

特
例
分
）
の
申
告
・
納
付
期
限
は
７
月

10
日
㈮
で
す
。
必
ず
期
限
内
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
納
付
が
１
日
で
も
遅
れ

る
と
、
不
納
付
加
算
税
等
、
余
分
な
税

金
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
窓
口
指
導
を
次
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

　

７
月
６
日
㈪
・
８
日
㈬

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時

　

加
古
川
商
工
会
議
所　

３
階
相
談
室

　

※
本
所
開
催
の
み

●
持
参
い
た
だ
く
書
類

・
給
与
台
帳
（
源
泉
徴
収
簿
）
も
し
く

　

は
各
人
の
給
与
明
細
の
わ
か
る
書
類

・
令
和
７
年
分
年
末
調
整
の
納
付
書
控

・
扶
養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書 

等

・
そ
の
他
、
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ
る

　

書
類

●
お
問
い
合
わ
せ　

指
導
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

源
泉
所
得
税
の
納
付
は
お
忘
れ
な
く

―
源
泉
所
得
税
申
告
・
納
付
窓
口
指
導
―

関氏によるビーツの紹介

近藤氏による美容室の紹介

入会資格：当所会員事業所の経営者又はその後継者等で年齢満25歳以上45歳以下の方
会　員　数：108名（令和８年４月１日現在）
年　会　費：24,000円
　平成３年に創設された青年部は、様々な事業を通じて地域活性化の一助を担っています。45歳以
下という同世代の経営者と活動を共にすることで、ともに悩みを分かち合い解決策を導き出すこと
ができ、公私にわたる「友」をつくることも出来ます。

　毎年、多くの来場者で賑わう当所主催の商工祭で、青年部が主管として企画・
運営を担っています。会員事業所や市内の飲食店の出店ブース、地元の方や市内
の中高生のステージなど多彩な催しがあるビッグイベントです。会員事業所と地
元商業者、来場者に企業間・世代間の交流ができるふれあいの場を提供し、そこ
から日常の商売につなげ、地域活性化の原動力の一助になることを目的としてい
ます。今年は、これまでの２日間開催から変更し、10月17日㈯の１日開催を予
定しております。ご案内をお楽しみに！

加古川楽市

遺品整理・生前整理COM（㈱R.I）
板倉　リナさん（2025年入会）

　人脈づくりや経営者同士の交流がで
きて勉強になるとメンバーに誘ってい
ただき入会しました。最初は何をすれ
ばいいのか分からない状態でしたが、

例会や委員会にはなるべく出席するように心がけ、
徐々に親しい友人が増えていきました。青年部には
様々な業種の経営者が所属しているので、困りごと
があればあらゆる分野のプロに相談ができます。経
営者特有の悩みごとも相談でき心強いです。また、
青年部では人脈づくりや自己研鑽ができます。世の
中やっぱり人とのつながりが一番！人脈を広げて青
年部で一緒に事業の発展に繋げましょう！

米田　竜之介さん（2025年入会）
入会したきっかけは、横のつながりを
強化することで、ファイナンシャルプ
ランナーとしての自身の仕事において
幅広い方の役に立てると思ったことで

す。私は経営者ではないため、入会当初は溶け込め
るか心配に思っていましたが、温かく迎え入れてく
ださりとても安心しました。青年部は他業種の方と
交流できる数少ないコミュニティーだと感じていま
す。堅苦しさが全くないのでとても心地いい空間で
す。加入を検討している方は、まず一度覗いてみて
ください。ビジネス展開の拡大だけではなく、経営
者にしか分からないような悩みごとも相談できます。
　　　　　

ご紹介したものは活動のごく一部。その他にも様々な活動を行っています。
興味のある方は、青年部事務局までお問い合わせください。（TEL０７９－４２４－３３５５）

青年部会員の方にお話を伺いました

　原則、月１回実施されメンバーが一堂に会する例会は、各回ごとに担当委員
会が趣向を凝らした内容を企画しています。経営に関するものから青年部活動
を支える家族や従業員がともに楽しめる「家族例会」まで、参加したくなる内
容のものばかりです。
　昨年12月に開催された「ロジカルスピーキング研修」は、講師を招いて論理
的な伝え方を学び、青年部活動や事業運営に活かすことができる内容であった
とメンバーから大変好評を得ました。今年度も様々な例会を企画しております。

多彩な例会

加古川楽市

多彩な例会

来たれ、青年部へ！来たれ、青年部へ！
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●
募
集
コ
マ
数　

80
コ
マ

●
サ
イ
ズ　

 

1
コ
マ

　
　

タ
テ
5
・
3
㎝
×
ヨ
コ
4
・
0
㎝

●
掲
載
内
容　

事
業
所
名
、
役
職
名
、

　
　
　
　
　
　

氏
名
、
所
在
地
、

　
　
　
　
　
　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

●
料　

金　

1
コ
マ　

５
２
３
６
円

●
締
切
日　

７
月
６
日
㈪

●
お
問
い
合
わ
せ　

会
員
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
印
刷
物
入
札

「
商
工
か
こ
が
わ
８
月
号
」
　
　

暑
中
見
舞
名
刺
広
告
募
集
中

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

６
月
22
日
㈪
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　

本
誌
「
商
工
か
こ
が
わ
」
の
表
紙
と

エ
ッ
セ
イ
に
ご
登
場
い
た
だ
け
る
事
業

所
を
募
集
し
ま
す
。
（
掲
載
時
期
に
つ

い
て
は
要
相
談
）

　

表
紙
で
は
、
新
事
業
を
始
め
た
の
で

知
っ
て
ほ
し
い
、
ほ
か
の
企
業
に
は
な

い
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
、

一
緒
に
頑
張
る
従
業
員
の
皆
様
と
登
場

し
た
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

エ
ッ
セ
イ
で
は
、
仕
事
の
話
題
以
外

に
も
趣
味
の
話
、
密
か
に
挑
戦
し
よ
う

と
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ご
自
身
に

つ
い
て
執
筆
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

会
員
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

商
工
か
こ
が
わ
の
表
紙
・エ
ッ
セ
イ
に

　
　
　
　
　   

登
場
し
ま
せ
ん
か
？

新入会員紹介キャンペーン
「加古川プラザホテル・東京田村食事券2,000円」

を進呈いたします

職員採用募集要項

①〔書類選考〕
②〔筆記試験・第１次面接試験〕
　ア．日　　時　　令和８年７月下旬頃
　イ．試験会場　　加古川商工会議所　会議室
　ウ．試験内容　　一般事務適性試験、作文、面接

③〔第２次面接試験〕
　ア．日　　時　　令和８年８月下旬頃
　イ．試験会場　　加古川商工会議所　会議室
　ウ．結果発表　　令和８年８月下旬頃

〔お問い合わせ〕
総務管理課　岩本まで　TEL４２４－３３５５　〒６７５－００６４　加古川市加古川町溝之口８００

○４年制大学卒業後10年以内の既卒者
○普通自動車運転免許を有する方　○職務経験不問
正社員（総合職）：地域の中小・小規模事業者に対する経営支援業務
　　　　　　　　　産業振興に係る団体運営事務
　　　　　　　　　会員サービス向上に向けた企画立案および実施
令和８年10月１日以降応相談　※配属は採用後決定
２名程度
日給月給　210,000～270,000円　※経験に応じて
　　　　　（交通費別途支給・賞与有り）　社会保険加入

令和８年６月２日㈫～令和８年７月３日㈮ 〈土・日・祝日は除く〉 9:00～17:00
必要書類を出来る限り本人が持参、又は郵送（７月３日必着）
加古川商工会議所　総務管理課
〒６７５－００６４　加古川市加古川町溝之口８００　TEL（０７９）４２４－３３５５
①自筆の履歴書（顔写真貼付）　②職務経歴書　　
※応募書類は返却いたしません　※取得した個人情報は、本採用活動にのみ使用します
他詳細は当所ＨＰ（https://kakogawa-cci.or.jp）をご覧ください

応 募 資 格

職 種

採 用 時 期
採用予定人員

給 与

受 付 期 間
受 付 方 法

受 付 場 所

応募必要書類

備 考

〔応募期間・応募方法〕
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●UFOの日・空飛ぶ円盤記念日（24日）
　１９４７年（昭和22年）のこの日、アメリカの実

業家ケネス・アーノルドが自家用機で飛行中にコー

ヒー皿のような謎の飛行物体を目撃した。最初の目

撃例となったこの日をUFO研究家たちが記念日とし

て命名したとされる。

　まもなく梅雨！心身のバラ
ンスを崩しやすい時期だから
こそ、社員の健康を守る「ウ
ェルビーイング」の視点が欠
かせません。地元の自然を感
じる休息を大切に、雨音を味
方につけて仕事の効率を整え
たいものです。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”商工かこがわ６月号

発　行　
　2026年６月１日
発行人　
　加古川商工会議所
　 〒675-0064
　 加古川市加古川町溝之口800

（079）424-3355（代表）
（079）424-7157

TEL
FAX

　

当
所
で
は
「
商
工
か
こ
が
わ
」
に

掲
載
さ
れ
る
広
告
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
商
品
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
飲
食

店
の
方
は
旬
の
食
材
メ
ニ
ュ
ー
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
に
低
価
格
に
て
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

自
社
Ｐ
Ｒ
に
ぜ
ひ
と
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

日 曜日 行　　　事
1

2

5
14

16

【個別経営相談会】２・３・４・９・10・11・16・17・18・23・24・25・30日

月

火

金
日

火

第72回優良従業員表彰式、第1回常議員会
広報委員会
無料 金融相談（兵庫県信用保証協会 加古川支所）
無料 法律相談
第173回日商簿記検定
無料 社会保険・労務相談
無料 金融相談（㈱日本政策金融公庫 姫路支店）

日 曜日 行　　　事
17
19
22
23
26
28
29

水
金
月
火
金
日
月

無料 税務相談
無料 法律相談
無料 特許・商標知財相談
無料 不動産相談
令和8年度通常議員総会
第237回日商珠算検定
第18回会員交流ボウリング大会

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒「特許・商標知財相談」は６月17日㈬までに予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
⇒日本政策金融公庫による「金融相談」は事前予約が必要です。（※）
⇒「不動産相談」は【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、６月19日㈮までに予約が必要です。（☆）
≪問合わせ・予約連絡先≫ ※印：加古川商工会議所 電話０７９－４２４－３３５５
　　　　　　　　　　　　☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部 電話０７９－４２４－０８３２

●●●●●●●●●●●６月の会議所カレンダー６月の会議所カレンダー

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

サイズ
タテ×ヨコ（㎝）種類名

裏表紙1/2

表紙裏1/2、裏表紙裏1/2

本文中1/2

本文中1/4

会員料金（円）色

カラー

モノクロ

（消費税１０％込み価格）

12.5×17.0 

12.5×17.0 

12.5×17.0 

5.8×17.0 

52,360

26,180

20,944

10,472

●発行部数　2,900部
●掲載場所・掲載月等、上記以外のサイズなど詳細につきま
しては、会員課広報担当までご連絡ください。
●お申込み・お問い合わせ
　会員課　TEL０７９－４２４－３３５５

　
商
工
か
こ
が
わ
の
広
告
で
Ｐ
Ｒ
！

　

「
商
工
か
こ
が
わ
」
で
は
、
さ
ら
に

役
立
つ
情
報
を
お
届
け
す
る
た
め
、
読

者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
「
今
月
号

の
あ
の
記
事
が
参
考
に
な
っ
た
」
「
次

は
こ
ん
な
テ
ー
マ
を
特
集
し
て
ほ
し
い

」
と
い
っ
た
ご
感
想
や
ご
要
望
の
ほ
か
、

日
々
の
経
営
の
中
で
感
じ
て
い
る
課
題

な
ど
、
ぜ
ひ
皆
様
の
声
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
内
容
は
誌
面
で

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
際
、
お
名
前
や
事
業
所

名
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
用
し
、
「
業
種
」
と

「
年
代
」
を
添
え
て
掲
載
い
た
し
ま
す

（
例
：
製
造
業
・
40
代
の
方
よ
り
）
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意

見
は
大
切
に
拝
見
し
、
次
号
以
降
の
企

画
や
改
善
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
募
集
中
！

　
読
者
の
広
場
・
投
稿
ポ
ス
ト

投稿は
   こちらから！


